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令和８年５月19日

大隅観光・特産品ＰＲ事業（商談会等開催事業）業務委託
企画提案募集に係る質問に対する回答について

鹿児島県大隅地域振興局
総務企画部総務企画課

質問内容 回答

 昨年度実施時において、招聘バイヤーに対す
る交通費補助はあったか。
 また、補助があった場合は、補助金額につい
て御教示願いたい。

 招聘バイヤーに対する交通費補助については、
昨年度は、勤務先の地域から会場（鹿児島県鹿屋
市）までの距離に応じ受託事業者において設定し
たところです。
 なお、交通費補助は必須ではありませんので、
補助の必要性等を御検討の上、企画提案をお願い
します。

 昨年度の現地視察について、参加したバイ
ヤー数及び訪問事業者数を御教示願いたい。

 昨年度の産地視察は、12社13名のバイヤーに
御参加いただき、５社を訪問しました。

 会場については、現時点で仮押さえまたは決
定している状況か。
 既に予定があれば、会場名、費用、日程等に
ついて御教示願いたい。

 会場は、当方では仮押さえ等は行っておりませ
ん。
 仕様書３−(1)−アを御確認の上、御提案をお
願いします。

 事前説明会については、オンライン・オフラ
インのいずれを想定しているか。

 想定はありません。商談会参加受注企業に対す
る商談方法等の助言・指導に当たり、効果的と考
える方策を御提案ください。

 商談会参加受注企業への助言・指導につい
て、「地域金融機関やよろず支援拠点等の企業
支援機関との連携」と記載があるが、具体的に
どのような支援内容を想定しているのか。

 商談会参加受注企業に対する、商談前の助言・
指導や商談後のアフターフォローについては、ま
ずは受託事業者において、丁寧な対応をお願いし
たいと考えております。
 その上で、地域に根づき、地域の実情に精通し
た企業支援機関と連携を図ることにより、受注企
業に対するよりきめ細やかな支援や本事業終了後
の継続的な支援が期待できると考えております。
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 留意事項に「商談会の開催に当たっては、別
途実施する『大隅観光・特産品ＰＲ事業（観
光・特産品フェア開催事業）』との連携を図る
こと」とあるが、昨年度はどのような連携をし
たのか。

 フェア実施店舗担当者の商談会への参加、商談
会参加受注企業商材のフェアでの取り扱い、商談
会参加受注企業のイベント出展について連携を
図ったところです。

 留意事項に「商談会の開催に当たっては、別
途実施する『大隅観光・特産品ＰＲ事業（観
光・特産品フェア開催事業）』との連携を図る
こと」と記載があるが、具体的にどのような連
携を想定されているのか。

 フェア実施店舗の購買担当者（バイヤー等）の
商談会への参加や、商談会参加受注企業の商材の
フェアでの取り扱い等を想定しております。
 なお、観光・特産品フェア開催事業と商談会等
開催事業の受託者が異なる場合は、委託者（大隅
地域振興局）と各事業の受託者間で調整の上、連
携を図ることを想定しております。

同様の事業を何年やってきたか。
これまでの成果と課題を御教示願いたい。

 本事業は、令和７年度から実施しており、今年
度で２年目となります。
 成果としては、バイヤーを大隅地域に招聘し、
商談の機会を創出することにより、域内の特産品
の認知度向上及び事業者の販路拡大の支援につな
がっていると考えております。
 なお、課題は、小規模事業者（商談会への参加
経験がない（少ない）。専任の営業担当者がいな
い。生産設備が小規模。等の場合が多い）への
フォローや、受注企業が売り込みたい商材に見
合ったバイヤーのマッチングなどが挙げられま
す。

 昨年度の商談会での商談数及び成約件数、成
約金額を御教示いただきたい。

・商談数：144件
・成約件数：12件
・成約金額：約40万円（催事採用分）
 ※成約件数、成約金額は商談会３か月後時点の
  調査への回答によるもの


